
『手に手つないで』ソングリーダーは篠原勉会員です

ロータリーの時間は、鈴木憲一会長が
１年間の謝辞を述べられました

鈴木憲一会長から小路實会長エレクト
に RLI Part1修了証が伝達されました

川﨑紀子幹事による最後の幹事
報告～会員の皆さんへの感謝の
言葉が溢れる挨拶となりました

70歳を契機にクラブを退会される斎藤孝
夫会員が挨拶をされました～鈴木憲一会
長から当クラブのバナーが贈られました

感謝状・花束贈呈後に新旧会長幹事で記
念撮影

最後の謝辞！！

グローバルグラントを利用した人工透析機納入の報告がありました

国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ

◆RI加盟承認　1973年（昭和48年）６月７日
◆チャーターナイト　1974年（昭和49年）２月10日

■例会場　水戸プラザホテル  TEL.029-305-8111
■事務所　常陽銀行本店  TEL.029-225-4820
■ＵＲＬ　http://www.mito-m-rc.com

クラブ会報委員会／委員長：長洲雅彦　副委員長：郡司恵一郎　アドバイザー：松本隆史　委員：軍司　由佳、川上　正一

●会　長　小路　　實　会長エレクト　志村　　保
●幹　事　深谷　　智　副会長　　　　篠原　　勉
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　小川　啓子

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

幹幹 事事 報報 告告

RIテーマ：ロータリーは世界をつなぐ

地区スローガン／人、学びて更なる奉仕
クラブ会長方針／心に寄り添う魅力あるクラブ

水戸南
　 ロータリークラブ

Weekly Report
Rotary Club of Mito-Minami

週　報

長谷川國雄会員…
鈴木憲一会員……

川﨑紀子会員……

工藤貴正会員……
小泉正史会員……
人見光一会員……
久保田啓藏会員…

水口二良会員……
笹館康男会員……
兼子充裕会員……
録田幸裕会員……
茅根正人会員……
髙野　賢会員・島根昌明会員・原口一吉会員
　　　　　　……
志村　保会員・松本隆史会員・小路　實会員・米川幸喜会員
　　　　　　……
塩沢富夫会員・谷島孝明会員…
篠原　勉会員……
深谷　智会員……

宇留野秀一会員…
山下真悟会員……

根本 次会員……
水越光男会員……
石川啓司会員……

長洲雅彦会員……

この計　　　 29件　　　 120,000円
月　計　　　 88件　　　 383,000円
累　計　　　716件　　　2,695,120円

■会員メークアップ
6/19　北海道2500REC　　　　　　久保田規子
6/22　クラブ奉仕会員増強委員会　　石井浩一
6/24　北海道2500REC　　　　　　野口英壽
6/27　東京ピースウィングREC　　　武田　誠
7/ 1 　北海道2500REC　　　　　　野口英壽

 1. 点鐘・開会
 2. 国歌斉唱・ロータリーソング〈四つのテスト〉
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間「就任のご挨拶」

 石田哲郎第３分区ガバナー補佐
 5. 各委員会委員長紹介 小路　實会長
 6. 直前会長・幹事へ記念品贈呈（鈴木憲一直前

会長・川﨑紀子直前幹事）及びバッチ引継
鈴木憲一直前会長の挨拶

 7. 米山奨学金授与 バスネット・アシシュさん
 8. 会　食
 9. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
10. 幹事報告
11. 卓話「今年度の方針について」

 小路　實会長、深谷　智幹事
12. ロータリーソング
13. 点鐘・閉会

７月第１例会プログラム
2019年７月５日（金）

前　週訂正出席率70.79％
前々週訂正出席率73.33％94名 63名 31名 70.79％６月第４例会（６月28日）

出席状況
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■ニコニコBOX（６月28日（金）扱）
会長、幹事ご苦労様でした。
一年間、会員の皆様の御協力により終わることが
出来ました。
会員の皆様、一年間お世話になりました。有難う
ございました。
会長、幹事一年間ご苦労様でした。
会長、幹事一年間お疲れ様でした。
会長、幹事一年間有難うございました。
鈴木会長、川﨑幹事一年間ご苦労様でした。鈴木年
度の最後のSRGゴルフコンペで優勝致しました。
会長、幹事ご苦労様です。
会長、幹事ご苦労様でした。
会長、幹事一年間お疲れ様でした。
鈴木会長、川﨑幹事一年間有難うございました。
お陰様で本日56歳になりました。

鈴木会長、川﨑幹事一年間お疲れ様でした。

鈴木会長、川﨑幹事一年間ご苦労様でした。
　　　　　　鈴木会長、川﨑幹事ご苦労様でした。
鈴木会長、川﨑幹事一年間お世話になりました。
鈴木会長、川﨑幹事ご苦労様です。この一年、有
難うございます。
鈴木会長、川﨑幹事お疲れ様でした。
鈴木会長、川﨑幹事お疲れ様でした。有難うござ
います。
鈴木会長、川﨑幹事一年間お疲れ様でした。
鈴木年度ご苦労様でした。
2018年度、業界の新しい建築家賞と日本建築家協
会の25年賞を活動拠点の旧工学院大学白樺湖寮
「白樺湖夏の家」が受賞しました。来月は合宿です。
久し振りにSRGゴルフコンペに参加したら、良
い事がありました。皆さん、SRGゴルフコンペ
に参加しましょう。
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2019年（令和元年）７月５日（金）

ニコニコ、米山＆財団
特別寄付月間

６月第４例会　６月28日（金）

日　時　2019年７月１日㈪　18:30～
場　所　水戸プラザホテル　水戸市千波町2078-1
出席者　理　　事　菊池秀機　　及川　譲　　原口一吉
　　　　　　　　　石井浩一　　小川啓子　　小泉正史
　　　　　　　　　二川隆司　　髙橋伸之　　奈良早苗
　　　　　　　　　太田聖史　　米川幸喜　　谷島孝明
　　　　　　　　　宇留野秀一

役　　員　小路　實　　志村　保　　深谷　智
　　　　　細谷達朗　　岡村太郎　　鈴木憲一
メークアップ　笹館康男　　高梨博行　　上野義哉

議事・決議事項
①2019-2020年度会長方針・改善課題について 《確認》
②年間スケジュール・委員会編成表について 《承認》
③７・8月プログラムについて 《承認》

④メークアップ出席について 《承認》
⑤2019-2020年度予算について 《承認》
⑥委員会事業計画について 《承認》
⑦退会者について 《承認》
⑧パスト会長会の実施について 《確認》
⑨シーロムRCとの調印 《承認》
⑩RLI．DL推薦状提出　人見光一会員・山本大会員 《承認》

保留事項　特に無し
次回定例理事会
１．日時　2019年７月29日㈪
　　　　　　理事会 18:30～　懇親会 19:30～
２．場所　 水戸プラザホテル　水戸市千波町2078-1

〈メークアップとなりますので、多数ご参加下さい〉

2019-20年度　第１回定例理事会　議事録

会員の皆様へ
この１年、会員の皆様には助けて頂く場面が多い事
と思います。会長の「人に寄り添うクラブ」の運営
に心がけて参ります。よろしくお願いいたします。

７月のロータリーレート
１ドル＝108円

７月13日㈯ ロータリー財団研究会
参加者　二川隆司R財団委員長
ダイヤモンドホール　10:00 登録受付　10:30 開会

７月14日㈰ 青少年奉仕研究会
参加者　石井浩一青少年奉仕委員長
三の丸ホテル　11:00 登録受付　12:00 開会

特別寄付月間
年初にあたり米山、財団、ニコニコBOXの寄付の
お願い

次回例会日程
7月12日㈮　12:30～　水戸プラザホテル



理 事 役 員

１．2019－2020年度RIテーマ
ROTARY CONNECTS THE WORLD

「ロータリーは世界をつなぐ」
　マーク・ダニエル・マローニーRI会長は2019-2020
年度には、「ロータリーは世界をつなぐ」のテーマの
下、「ロータリーの奉仕を通じて、有能で思慮深く、
寛大な人々が手を取り合い、行動を起こすためのつ
ながりを築いて行こう。」と呼びかけています。

２．RI第2820地区　中村澄夫ガバナー方針
地区スローガン「人、学びて更なる奉仕」
地区目標
⑴　クラブのサポートと強化
①会員増強
・各クラブとも２名以上の純増を目指す
・女性会員、40歳未満の会員の積極的増強
・ロータリーに入会するローターアクターを増やす
・新クラブを結成する

②ロータリー賞を受賞するクラブを増やす
③戦略計画によるクラブ強化、活性化をサポート
する

④My Rotary、rotary.org、クラブセントラルなどの
有効活用

⑵　人道的奉仕の重点化と増加
①インターアクター、ローターアクターがロータリー
クラブや地域社会と一緒に奉仕プロジェクトに
参加する

②ポリオプラス、年次基金を増やす
③地区補助金、グローバル補助金を利用した地元
や海外での効果的な活動を推進する

⑶　公共イメージと認知度の向上
①地域社会に発信する「ロータリーデー」を各クラ
ブで開催し、ロータリーイメージの向上を図る

②地区ホームページ、クラブホームページの活用
③「ポリオ撲滅キャンペーン」や「世界を変える行
動人」キャンペーンを推進する

⑷　青少年への支援と学友連携の強化
⑸　ロータリー財団と米山奨学会への支援
①ロータリー財団１人150ドル以上

（年次寄付130ドル・ポリオ20ドル）
　べネファクター　各クラブ１名以上
②米山奨学会１人25,000円以上

（普通寄付5,000円・特別寄付20,000円）

３．水戸南ロータリークラブ会長方針
　各世代の会員がクラブ運営に参加し、思いやりの

心をもって寄り添う事ができ「魅力のあるクラブ」を
具現化し「品格ある昼の例会」「楽しい夜の例会」
を目指します。

「魅力のあるクラブ」
　ベテランの会員（特に会長、幹事経験者）はクラ
ブ運営に対して若干距離を置いているように見受け
られます。寄付を含む積極的なクラブ運営への参加
をお願いします。
　具体策として会長、幹事経験者は今年度、アドバ
イザーとして各委員会に入っていただきます。何卒、
正・副委員長、委員に対して的確なアドバイスと内
に秘めた実力を発揮いただき「魅力のあるクラブ」
の構築にご協力下さい。
　中堅会員は現在、クラブ運営の中心となっており
ます。理事、役員、委員長等クラブ運営の当事者とし
て活躍いただきます。自身のポテンシャルを十分発
揮し「楽しいクラブ」を私と共に創って参りましょう
　クラブの若手は、能力の高い有望な人材です。ク
ラブ運営では経験こそ少ないものの、間違いのない
成長を見せてくれています。その会員が居やすく、楽
しく、友人を誘いたくなるクラブ作りを今年度の目指
すものとします。

「品格ある昼の例会」
　水戸南ロータリークラブの例会は「気さくで、和や
かな例会」と言われますが「私語、出歩きの多い緊
張感のない例会」とも言われています。地区内でも
大型クラブで私たちのクラブをそろそろ高潔なクラ
ブに舵を切り始めたいと思い何年も年が流れていま
す。努力したいと考えます。

「楽しい夜の例会」
　昼の例会に対して、夜の例会は何処よりも楽しい
例会を目指します。孔子の論語に「知好楽」という教
えが有ります。楽しいことは知ること、好きなこと以
上に自己のパフォーマンスを最大限にすると理解し
ています。出席率にも会員増強にも通じるものだと強
く思います。

〈クラブ目標〉
⑴第2820地区中村澄夫ガバナーの方針及び目標
に基づき奉仕活動をする。
⑵出席率向上のために会員としての意義を浸透さ
せる。
⑶会員増強は、いろいろな集会を率先して開催
し、月１回を目標に開催する。
⑷ロータリーデーの理解を深める。広くロータリー
のイメージをアピールする。
⑸マイロータリーの加入を促進し共有するテーマ
に従って進める。
⑹会員の皆様と問題を共有し、理事会、家庭集会
を通して積極的に進め、結束を高める。
⑺戦略会議を開催しクラブの将来の展望について
の方向性を討議していく。
⑻当クラブとして不易流行を目指し「思いやり」と
「気配り」を重点に成長して行く。

会　　長 小　路　　　實

菊池　秀機（職業奉仕委員長）
及川　　譲（社会奉仕委員長）
石井　浩一（青少年奉仕委員長）
原口　一吉（国際奉仕委員長）
小川　啓子（副幹事）
小泉　正史（広報委員長）
二川　隆司（ロータリー財団委員長）
髙橋　伸之（米山記念奨学委員長）
奈良　早苗（会員増強委員長）
太田　聖史（出席委員長）
谷島　孝明（ニコニコBOX委員長）
宇留野秀一（親睦活動委員長）
米川　幸喜（プログラム委員長）

小路　　實（会長）
志村　　保（会長エレクト・会員組織委員長）
篠原　　勉（副会長・クラブ管理運営委員長）
深谷　　智（幹事）
細谷　達朗（会計）
岡村　太郎（会場監督・会場運営委員長）
鈴木　憲一（直前会長）

　志　村　　　保

①米　田　英　雄

　井　澤　卓　司

　奈　良　早　苗

①綿　引　甚　介

　篠　原　　　勉

　太　田　聖　史

　宇留野　秀　一

　岡　村　太　郎

　米　川　幸　喜

　小　泉　正　史

　長　洲　雅　彦

　根　本　直　哉

　赤　岩　賢　二

　鈴　木　憲　一

　菊　池　秀　機

　及　川　　　譲

　石　井　浩　一

　原　口　一　吉

　川　﨑　英　輝

　二　川　隆　司

　髙　橋　伸　之

　谷　島　孝　明

　細　谷　達　朗

会 員 組 織

職 業 分 類

会 員 選 考

会 員 増 強

ロータリー情報

ク ラ ブ 管 理 運 営

出 席

親 睦 活 動

会 場 運 営

プ ロ グ ラ ム

広 報

会 報

Ｉ Ｔ 資 料

雑 誌

奉仕プロジェクト

職 業 奉 仕

社 会 奉 仕

青 少 年 奉 仕

国 際 奉 仕

姉妹・友好クラブ交流

ロ ー タ リ ー 財 団

米 山 記 念 奨 学

ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ

会 計

③川　﨑　紀　子

　松　本　隆　史

　大　原　康　宏

③鈴　木　憲　一

　市　毛　純　一

　篠　原　　　勉

　島　根　昌　明

　井　澤　卓　司

　一　毛　裕　之

　櫻　井　盛　二

　長谷川　國　雄

　松　本　隆　史

　天　　　茂　彦

　根　本　 　次

　水　口　二　良

　久保田　啓　藏

　田　口　喜三郎

　佐　藤　　　衛

　髙　野　　　賢

　笹　館　康　男

　大　金　　　誠

　武　田　　　誠

委　　　　　　　　　　　　　　　　員副 委 員 長 ア ド バ イ ザ ー委　員　長委　員　会

米　田　英　雄

綿　引　甚　介

鈴　木　由紀子

太　田　聖　史

米　川　幸　喜

根　本　直　哉

平　山　桜　子

飯　嶋　秀　郎

中　本　邦　彦

山　下　真　悟

茅　根　正　人

瀬　浪　純　恵

川　﨑　篤　之

飯　嶋　秀　郎

軍　司　由　佳

金　原　和　美

廣　澤　一　浩

菊　池　秀　機

原　口　一　吉

久保田　規　子

人　見　光　一

石　川　啓　司

蔵　持　圭　一

茅　根　正　人

久保田　規　子

川　﨑　篤　之

石　井　邦　明

井　澤　卓　司

宇留野　秀　一

小　泉　正　史

赤　岩　賢　二

須　田　政　男

丸　尾　浩　史

野　口　英　壽

長　岡　秀　典

鈴　木　忠　夫

小　川　啓　子

川　澄　千亜紀

川　上　正　一

粂　田　信　行

桑　名　武　之

及　川　　　譲

川　﨑　英　輝

草　野　達　也

瀬　浪　純　恵

柏　　　　　茂

長　岡　秀　典

平　山　桜　子

高　柳　益　美

国　本　美　加

北　原　　　実

奈　良　早　苗

岡　村　太　郎

長　洲　雅　彦

中　川　勝　義

録　田　幸　裕

鈴　木　由紀子

米　川　和　利

皆　川　雄　作

石　井　浩　一

皆　川　雄　作

塩　沢　富　夫

録　田　幸　裕

山　下　真　悟

工　藤　貴　正

奈　良　早　苗

委員会編成表

会計監査：塩沢　富夫 （注）　①3年任期委員　②2年任期委員　③1年任期委員

2019年７月６日現在

　小　川　啓　子

②兼　子　充　裕

　根　本　 　次

　山　本　　　大

②水　越　光　男

　石　井　浩　一

　桑　名　武　之

　金　原　和　美

　人　見　光　一

　上　野　義　哉

　河　野　正　政

　郡　司　恵一郎

　佐　藤　昌　樹

　石　井　邦　明

　川　﨑　紀　子

　久信田　秀　一

　米　森　　　厚

　軍　司　由　佳

　国　本　美　加

　橋　本　　　哲

　鈴　木　忠　夫

　川　澄　千亜紀

　高　梨　博　行
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クラブ会長方針 2019-2020年度 クラブ理事・役員・委員会編成表
理 事 役 員

１．2019－2020年度RIテーマ
ROTARY CONNECTS THE WORLD

「ロータリーは世界をつなぐ」
　マーク・ダニエル・マローニーRI会長は2019-2020
年度には、「ロータリーは世界をつなぐ」のテーマの
下、「ロータリーの奉仕を通じて、有能で思慮深く、
寛大な人々が手を取り合い、行動を起こすためのつ
ながりを築いて行こう。」と呼びかけています。

２．RI第2820地区　中村澄夫ガバナー方針
地区スローガン「人、学びて更なる奉仕」
地区目標
⑴　クラブのサポートと強化
①会員増強
・各クラブとも２名以上の純増を目指す
・女性会員、40歳未満の会員の積極的増強
・ロータリーに入会するローターアクターを増やす
・新クラブを結成する

②ロータリー賞を受賞するクラブを増やす
③戦略計画によるクラブ強化、活性化をサポート
する

④My Rotary、rotary.org、クラブセントラルなどの
有効活用

⑵　人道的奉仕の重点化と増加
①インターアクター、ローターアクターがロータリー
クラブや地域社会と一緒に奉仕プロジェクトに
参加する

②ポリオプラス、年次基金を増やす
③地区補助金、グローバル補助金を利用した地元
や海外での効果的な活動を推進する

⑶　公共イメージと認知度の向上
①地域社会に発信する「ロータリーデー」を各クラ
ブで開催し、ロータリーイメージの向上を図る

②地区ホームページ、クラブホームページの活用
③「ポリオ撲滅キャンペーン」や「世界を変える行
動人」キャンペーンを推進する

⑷　青少年への支援と学友連携の強化
⑸　ロータリー財団と米山奨学会への支援
①ロータリー財団１人150ドル以上

（年次寄付130ドル・ポリオ20ドル）
　べネファクター　各クラブ１名以上
②米山奨学会１人25,000円以上

（普通寄付5,000円・特別寄付20,000円）

３．水戸南ロータリークラブ会長方針
　各世代の会員がクラブ運営に参加し、思いやりの

心をもって寄り添う事ができ「魅力のあるクラブ」を
具現化し「品格ある昼の例会」「楽しい夜の例会」
を目指します。

「魅力のあるクラブ」
　ベテランの会員（特に会長、幹事経験者）はクラ
ブ運営に対して若干距離を置いているように見受け
られます。寄付を含む積極的なクラブ運営への参加
をお願いします。
　具体策として会長、幹事経験者は今年度、アドバ
イザーとして各委員会に入っていただきます。何卒、
正・副委員長、委員に対して的確なアドバイスと内
に秘めた実力を発揮いただき「魅力のあるクラブ」
の構築にご協力下さい。
　中堅会員は現在、クラブ運営の中心となっており
ます。理事、役員、委員長等クラブ運営の当事者とし
て活躍いただきます。自身のポテンシャルを十分発
揮し「楽しいクラブ」を私と共に創って参りましょう
　クラブの若手は、能力の高い有望な人材です。ク
ラブ運営では経験こそ少ないものの、間違いのない
成長を見せてくれています。その会員が居やすく、楽
しく、友人を誘いたくなるクラブ作りを今年度の目指
すものとします。

「品格ある昼の例会」
　水戸南ロータリークラブの例会は「気さくで、和や
かな例会」と言われますが「私語、出歩きの多い緊
張感のない例会」とも言われています。地区内でも
大型クラブで私たちのクラブをそろそろ高潔なクラ
ブに舵を切り始めたいと思い何年も年が流れていま
す。努力したいと考えます。

「楽しい夜の例会」
　昼の例会に対して、夜の例会は何処よりも楽しい
例会を目指します。孔子の論語に「知好楽」という教
えが有ります。楽しいことは知ること、好きなこと以
上に自己のパフォーマンスを最大限にすると理解し
ています。出席率にも会員増強にも通じるものだと強
く思います。

〈クラブ目標〉
⑴第2820地区中村澄夫ガバナーの方針及び目標
に基づき奉仕活動をする。
⑵出席率向上のために会員としての意義を浸透さ
せる。
⑶会員増強は、いろいろな集会を率先して開催
し、月１回を目標に開催する。
⑷ロータリーデーの理解を深める。広くロータリー
のイメージをアピールする。
⑸マイロータリーの加入を促進し共有するテーマ
に従って進める。
⑹会員の皆様と問題を共有し、理事会、家庭集会
を通して積極的に進め、結束を高める。
⑺戦略会議を開催しクラブの将来の展望について
の方向性を討議していく。
⑻当クラブとして不易流行を目指し「思いやり」と
「気配り」を重点に成長して行く。

会　　長 小　路　　　實

菊池　秀機（職業奉仕委員長）
及川　　譲（社会奉仕委員長）
石井　浩一（青少年奉仕委員長）
原口　一吉（国際奉仕委員長）
小川　啓子（副幹事）
小泉　正史（広報委員長）
二川　隆司（ロータリー財団委員長）
髙橋　伸之（米山記念奨学委員長）
奈良　早苗（会員増強委員長）
太田　聖史（出席委員長）
谷島　孝明（ニコニコBOX委員長）
宇留野秀一（親睦活動委員長）
米川　幸喜（プログラム委員長）

小路　　實（会長）
志村　　保（会長エレクト・会員組織委員長）
篠原　　勉（副会長・クラブ管理運営委員長）
深谷　　智（幹事）
細谷　達朗（会計）
岡村　太郎（会場監督・会場運営委員長）
鈴木　憲一（直前会長）

　志　村　　　保

①米　田　英　雄

　井　澤　卓　司

　奈　良　早　苗

①綿　引　甚　介

　篠　原　　　勉

　太　田　聖　史

　宇留野　秀　一

　岡　村　太　郎

　米　川　幸　喜

　小　泉　正　史

　長　洲　雅　彦

　根　本　直　哉

　赤　岩　賢　二

　鈴　木　憲　一

　菊　池　秀　機

　及　川　　　譲

　石　井　浩　一

　原　口　一　吉

　川　﨑　英　輝

　二　川　隆　司

　髙　橋　伸　之

　谷　島　孝　明

　細　谷　達　朗

会 員 組 織

職 業 分 類

会 員 選 考

会 員 増 強

ロータリー情報

ク ラ ブ 管 理 運 営

出 席

親 睦 活 動

会 場 運 営

プ ロ グ ラ ム

広 報

会 報

Ｉ Ｔ 資 料

雑 誌

奉仕プロジェクト

職 業 奉 仕

社 会 奉 仕

青 少 年 奉 仕

国 際 奉 仕

姉妹・友好クラブ交流

ロ ー タ リ ー 財 団

米 山 記 念 奨 学

ニ コ ニ コ Ｂ Ｏ Ｘ

会 計

③川　﨑　紀　子

　松　本　隆　史

　大　原　康　宏

③鈴　木　憲　一

　市　毛　純　一

　篠　原　　　勉

　島　根　昌　明

　井　澤　卓　司

　一　毛　裕　之

　櫻　井　盛　二

　長谷川　國　雄

　松　本　隆　史

　天　　　茂　彦

　根　本　 　次

　水　口　二　良

　久保田　啓　藏

　田　口　喜三郎

　佐　藤　　　衛

　髙　野　　　賢

　笹　館　康　男

　大　金　　　誠

　武　田　　　誠

委　　　　　　　　　　　　　　　　員副 委 員 長 ア ド バ イ ザ ー委　員　長委　員　会

米　田　英　雄

綿　引　甚　介

鈴　木　由紀子

太　田　聖　史

米　川　幸　喜

根　本　直　哉

平　山　桜　子

飯　嶋　秀　郎

中　本　邦　彦

山　下　真　悟

茅　根　正　人

瀬　浪　純　恵

川　﨑　篤　之

飯　嶋　秀　郎

軍　司　由　佳

金　原　和　美

廣　澤　一　浩

菊　池　秀　機

原　口　一　吉

久保田　規　子

人　見　光　一

石　川　啓　司

蔵　持　圭　一

茅　根　正　人

久保田　規　子

川　﨑　篤　之

石　井　邦　明

井　澤　卓　司

宇留野　秀　一

小　泉　正　史

赤　岩　賢　二

須　田　政　男

丸　尾　浩　史

野　口　英　壽

長　岡　秀　典

鈴　木　忠　夫

小　川　啓　子

川　澄　千亜紀

川　上　正　一

粂　田　信　行

桑　名　武　之

及　川　　　譲

川　﨑　英　輝

草　野　達　也

瀬　浪　純　恵

柏　　　　　茂

長　岡　秀　典

平　山　桜　子

高　柳　益　美

国　本　美　加

北　原　　　実

奈　良　早　苗

岡　村　太　郎

長　洲　雅　彦

中　川　勝　義

録　田　幸　裕

鈴　木　由紀子

米　川　和　利

皆　川　雄　作

石　井　浩　一

皆　川　雄　作

塩　沢　富　夫

録　田　幸　裕

山　下　真　悟

工　藤　貴　正

奈　良　早　苗

委員会編成表

会計監査：塩沢　富夫 （注）　①3年任期委員　②2年任期委員　③1年任期委員

2019年７月６日現在

　小　川　啓　子

②兼　子　充　裕

　根　本　 　次

　山　本　　　大

②水　越　光　男

　石　井　浩　一

　桑　名　武　之

　金　原　和　美

　人　見　光　一

　上　野　義　哉

　河　野　正　政

　郡　司　恵一郎

　佐　藤　昌　樹

　石　井　邦　明

　川　﨑　紀　子

　久信田　秀　一

　米　森　　　厚

　軍　司　由　佳

　国　本　美　加

　橋　本　　　哲

　鈴　木　忠　夫

　川　澄　千亜紀

　高　梨　博　行

2－Vol.47  No1（第2199） Vol.47  No1（第2199）－3

クラブ会長方針 2019-2020年度 クラブ理事・役員・委員会編成表



理 事 役 員

１．2019－2020年度RIテーマ
ROTARY CONNECTS THE WORLD

「ロータリーは世界をつなぐ」
　マーク・ダニエル・マローニーRI会長は2019-2020
年度には、「ロータリーは世界をつなぐ」のテーマの
下、「ロータリーの奉仕を通じて、有能で思慮深く、
寛大な人々が手を取り合い、行動を起こすためのつ
ながりを築いて行こう。」と呼びかけています。

２．RI第2820地区　中村澄夫ガバナー方針
地区スローガン「人、学びて更なる奉仕」
地区目標
⑴　クラブのサポートと強化
①会員増強
・各クラブとも２名以上の純増を目指す
・女性会員、40歳未満の会員の積極的増強
・ロータリーに入会するローターアクターを増やす
・新クラブを結成する

②ロータリー賞を受賞するクラブを増やす
③戦略計画によるクラブ強化、活性化をサポート
する

④My Rotary、rotary.org、クラブセントラルなどの
有効活用

⑵　人道的奉仕の重点化と増加
①インターアクター、ローターアクターがロータリー
クラブや地域社会と一緒に奉仕プロジェクトに
参加する

②ポリオプラス、年次基金を増やす
③地区補助金、グローバル補助金を利用した地元
や海外での効果的な活動を推進する

⑶　公共イメージと認知度の向上
①地域社会に発信する「ロータリーデー」を各クラ
ブで開催し、ロータリーイメージの向上を図る

②地区ホームページ、クラブホームページの活用
③「ポリオ撲滅キャンペーン」や「世界を変える行
動人」キャンペーンを推進する

⑷　青少年への支援と学友連携の強化
⑸　ロータリー財団と米山奨学会への支援
①ロータリー財団１人150ドル以上

（年次寄付130ドル・ポリオ20ドル）
　べネファクター　各クラブ１名以上
②米山奨学会１人25,000円以上

（普通寄付5,000円・特別寄付20,000円）

３．水戸南ロータリークラブ会長方針
　各世代の会員がクラブ運営に参加し、思いやりの

心をもって寄り添う事ができ「魅力のあるクラブ」を
具現化し「品格ある昼の例会」「楽しい夜の例会」
を目指します。

「魅力のあるクラブ」
　ベテランの会員（特に会長、幹事経験者）はクラ
ブ運営に対して若干距離を置いているように見受け
られます。寄付を含む積極的なクラブ運営への参加
をお願いします。
　具体策として会長、幹事経験者は今年度、アドバ
イザーとして各委員会に入っていただきます。何卒、
正・副委員長、委員に対して的確なアドバイスと内
に秘めた実力を発揮いただき「魅力のあるクラブ」
の構築にご協力下さい。
　中堅会員は現在、クラブ運営の中心となっており
ます。理事、役員、委員長等クラブ運営の当事者とし
て活躍いただきます。自身のポテンシャルを十分発
揮し「楽しいクラブ」を私と共に創って参りましょう
　クラブの若手は、能力の高い有望な人材です。ク
ラブ運営では経験こそ少ないものの、間違いのない
成長を見せてくれています。その会員が居やすく、楽
しく、友人を誘いたくなるクラブ作りを今年度の目指
すものとします。

「品格ある昼の例会」
　水戸南ロータリークラブの例会は「気さくで、和や
かな例会」と言われますが「私語、出歩きの多い緊
張感のない例会」とも言われています。地区内でも
大型クラブで私たちのクラブをそろそろ高潔なクラ
ブに舵を切り始めたいと思い何年も年が流れていま
す。努力したいと考えます。

「楽しい夜の例会」
　昼の例会に対して、夜の例会は何処よりも楽しい
例会を目指します。孔子の論語に「知好楽」という教
えが有ります。楽しいことは知ること、好きなこと以
上に自己のパフォーマンスを最大限にすると理解し
ています。出席率にも会員増強にも通じるものだと強
く思います。

〈クラブ目標〉
⑴第2820地区中村澄夫ガバナーの方針及び目標
に基づき奉仕活動をする。
⑵出席率向上のために会員としての意義を浸透さ
せる。
⑶会員増強は、いろいろな集会を率先して開催
し、月１回を目標に開催する。

⑷ロータリーデーの理解を深める。広くロータリー
のイメージをアピールする。
⑸マイロータリーの加入を促進し共有するテーマ
に従って進める。
⑹会員の皆様と問題を共有し、理事会、家庭集会
を通して積極的に進め、結束を高める。
⑺戦略会議を開催しクラブの将来の展望について
の方向性を討議していく。
⑻当クラブとして不易流行を目指し「思いやり」と
「気配り」を重点に成長して行く。

会　　長 小　路　　　實

菊池　秀機（職業奉仕委員長）
及川　　譲（社会奉仕委員長）
石井　浩一（青少年奉仕委員長）
原口　一吉（国際奉仕委員長）
小川　啓子（副幹事）
小泉　正史（広報委員長）
二川　隆司（ロータリー財団委員長）
髙橋　伸之（米山記念奨学委員長）
奈良　早苗（会員増強委員長）
太田　聖史（出席委員長）
谷島　孝明（ニコニコBOX委員長）
宇留野秀一（親睦活動委員長）
米川　幸喜（プログラム委員長）

小路　　實（会長）
志村　　保（会長エレクト・会員組織委員長）
篠原　　勉（副会長・クラブ管理運営委員長）
深谷　　智（幹事）
細谷　達朗（会計）
岡村　太郎（会場監督・会場運営委員長）
鈴木　憲一（直前会長）

　志　村　　　保

①米　田　英　雄

　井　澤　卓　司

　奈　良　早　苗

①綿　引　甚　介

　篠　原　　　勉

　太　田　聖　史

　宇留野　秀　一

　岡　村　太　郎

　米　川　幸　喜

　小　泉　正　史

　長　洲　雅　彦

　根　本　直　哉

　赤　岩　賢　二

　鈴　木　憲　一

　菊　池　秀　機

　及　川　　　譲

　石　井　浩　一

　原　口　一　吉

　川　﨑　英　輝

　二　川　隆　司

　髙　橋　伸　之

　谷　島　孝　明

　細　谷　達　朗

会 員 組 織

職 業 分 類
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クラブ会長方針 2019-2020年度 クラブ理事・役員・委員会編成表
理 事 役 員

１．2019－2020年度RIテーマ
ROTARY CONNECTS THE WORLD

「ロータリーは世界をつなぐ」
　マーク・ダニエル・マローニーRI会長は2019-2020
年度には、「ロータリーは世界をつなぐ」のテーマの
下、「ロータリーの奉仕を通じて、有能で思慮深く、
寛大な人々が手を取り合い、行動を起こすためのつ
ながりを築いて行こう。」と呼びかけています。

２．RI第2820地区　中村澄夫ガバナー方針
地区スローガン「人、学びて更なる奉仕」
地区目標
⑴　クラブのサポートと強化
①会員増強
・各クラブとも２名以上の純増を目指す
・女性会員、40歳未満の会員の積極的増強
・ロータリーに入会するローターアクターを増やす
・新クラブを結成する

②ロータリー賞を受賞するクラブを増やす
③戦略計画によるクラブ強化、活性化をサポート
する

④My Rotary、rotary.org、クラブセントラルなどの
有効活用

⑵　人道的奉仕の重点化と増加
①インターアクター、ローターアクターがロータリー
クラブや地域社会と一緒に奉仕プロジェクトに
参加する

②ポリオプラス、年次基金を増やす
③地区補助金、グローバル補助金を利用した地元
や海外での効果的な活動を推進する

⑶　公共イメージと認知度の向上
①地域社会に発信する「ロータリーデー」を各クラ
ブで開催し、ロータリーイメージの向上を図る

②地区ホームページ、クラブホームページの活用
③「ポリオ撲滅キャンペーン」や「世界を変える行
動人」キャンペーンを推進する

⑷　青少年への支援と学友連携の強化
⑸　ロータリー財団と米山奨学会への支援
①ロータリー財団１人150ドル以上

（年次寄付130ドル・ポリオ20ドル）
　べネファクター　各クラブ１名以上
②米山奨学会１人25,000円以上

（普通寄付5,000円・特別寄付20,000円）

３．水戸南ロータリークラブ会長方針
　各世代の会員がクラブ運営に参加し、思いやりの

心をもって寄り添う事ができ「魅力のあるクラブ」を
具現化し「品格ある昼の例会」「楽しい夜の例会」
を目指します。

「魅力のあるクラブ」
　ベテランの会員（特に会長、幹事経験者）はクラ
ブ運営に対して若干距離を置いているように見受け
られます。寄付を含む積極的なクラブ運営への参加
をお願いします。
　具体策として会長、幹事経験者は今年度、アドバ
イザーとして各委員会に入っていただきます。何卒、
正・副委員長、委員に対して的確なアドバイスと内
に秘めた実力を発揮いただき「魅力のあるクラブ」
の構築にご協力下さい。
　中堅会員は現在、クラブ運営の中心となっており
ます。理事、役員、委員長等クラブ運営の当事者とし
て活躍いただきます。自身のポテンシャルを十分発
揮し「楽しいクラブ」を私と共に創って参りましょう
　クラブの若手は、能力の高い有望な人材です。ク
ラブ運営では経験こそ少ないものの、間違いのない
成長を見せてくれています。その会員が居やすく、楽
しく、友人を誘いたくなるクラブ作りを今年度の目指
すものとします。

「品格ある昼の例会」
　水戸南ロータリークラブの例会は「気さくで、和や
かな例会」と言われますが「私語、出歩きの多い緊
張感のない例会」とも言われています。地区内でも
大型クラブで私たちのクラブをそろそろ高潔なクラ
ブに舵を切り始めたいと思い何年も年が流れていま
す。努力したいと考えます。

「楽しい夜の例会」
　昼の例会に対して、夜の例会は何処よりも楽しい
例会を目指します。孔子の論語に「知好楽」という教
えが有ります。楽しいことは知ること、好きなこと以
上に自己のパフォーマンスを最大限にすると理解し
ています。出席率にも会員増強にも通じるものだと強
く思います。

〈クラブ目標〉
⑴第2820地区中村澄夫ガバナーの方針及び目標
に基づき奉仕活動をする。
⑵出席率向上のために会員としての意義を浸透さ
せる。
⑶会員増強は、いろいろな集会を率先して開催
し、月１回を目標に開催する。

⑷ロータリーデーの理解を深める。広くロータリー
のイメージをアピールする。
⑸マイロータリーの加入を促進し共有するテーマ
に従って進める。
⑹会員の皆様と問題を共有し、理事会、家庭集会
を通して積極的に進め、結束を高める。
⑺戦略会議を開催しクラブの将来の展望について
の方向性を討議していく。
⑻当クラブとして不易流行を目指し「思いやり」と
「気配り」を重点に成長して行く。

会　　長 小　路　　　實

菊池　秀機（職業奉仕委員長）
及川　　譲（社会奉仕委員長）
石井　浩一（青少年奉仕委員長）
原口　一吉（国際奉仕委員長）
小川　啓子（副幹事）
小泉　正史（広報委員長）
二川　隆司（ロータリー財団委員長）
髙橋　伸之（米山記念奨学委員長）
奈良　早苗（会員増強委員長）
太田　聖史（出席委員長）
谷島　孝明（ニコニコBOX委員長）
宇留野秀一（親睦活動委員長）
米川　幸喜（プログラム委員長）

小路　　實（会長）
志村　　保（会長エレクト・会員組織委員長）
篠原　　勉（副会長・クラブ管理運営委員長）
深谷　　智（幹事）
細谷　達朗（会計）
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『手に手つないで』ソングリーダーは篠原勉会員です

ロータリーの時間は、鈴木憲一会長が
１年間の謝辞を述べられました

鈴木憲一会長から小路實会長エレクト
に RLI Part1修了証が伝達されました

川﨑紀子幹事による最後の幹事
報告～会員の皆さんへの感謝の
言葉が溢れる挨拶となりました

70歳を契機にクラブを退会される斎藤孝
夫会員が挨拶をされました～鈴木憲一会
長から当クラブのバナーが贈られました

感謝状・花束贈呈後に新旧会長幹事で記
念撮影

最後の謝辞！！

グローバルグラントを利用した人工透析機納入の報告がありました

国際ロータリー第2820地区　水戸南ロータリークラブ

◆RI加盟承認　1973年（昭和48年）６月７日
◆チャーターナイト　1974年（昭和49年）２月10日

■例会場　水戸プラザホテル  TEL.029-305-8111
■事務所　常陽銀行本店  TEL.029-225-4820
■ＵＲＬ　http://www.mito-m-rc.com

クラブ会報委員会／委員長：長洲雅彦　副委員長：郡司恵一郎　アドバイザー：松本隆史　委員：軍司　由佳、川上　正一

●会　長　小路　　實　会長エレクト　志村　　保
●幹　事　深谷　　智　副会長　　　　篠原　　勉
　　　　　　　　　　　副幹事　　　　小川　啓子

出席報告 会 員 数 出 席 数 欠 席 数 本日出席率

幹幹 事事 報報 告告

RIテーマ：ロータリーは世界をつなぐ

地区スローガン／人、学びて更なる奉仕
クラブ会長方針／心に寄り添う魅力あるクラブ

水戸南
　 ロータリークラブ

Weekly Report
Rotary Club of Mito-Minami

週　報

長谷川國雄会員…
鈴木憲一会員……

川﨑紀子会員……

工藤貴正会員……
小泉正史会員……
人見光一会員……
久保田啓藏会員…

水口二良会員……
笹館康男会員……
兼子充裕会員……
録田幸裕会員……
茅根正人会員……
髙野　賢会員・島根昌明会員・原口一吉会員
　　　　　　……
志村　保会員・松本隆史会員・小路　實会員・米川幸喜会員
　　　　　　……
塩沢富夫会員・谷島孝明会員…
篠原　勉会員……
深谷　智会員……

宇留野秀一会員…
山下真悟会員……

根本 次会員……
水越光男会員……
石川啓司会員……

長洲雅彦会員……

この計　　　 29件　　　 120,000円
月　計　　　 88件　　　 383,000円
累　計　　　716件　　　2,695,120円

■会員メークアップ
6/19　北海道2500REC　　　　　　久保田規子
6/22　クラブ奉仕会員増強委員会　　石井浩一
6/24　北海道2500REC　　　　　　野口英壽
6/27　東京ピースウィングREC　　　武田　誠
7/ 1 　北海道2500REC　　　　　　野口英壽

 1. 点鐘・開会
 2. 国歌斉唱・ロータリーソング〈四つのテスト〉
 3. ビジター・ゲスト紹介
 4. ロータリーの時間「就任のご挨拶」

 石田哲郎第３分区ガバナー補佐
 5. 各委員会委員長紹介 小路　實会長
 6. 直前会長・幹事へ記念品贈呈（鈴木憲一直前

会長・川﨑紀子直前幹事）及びバッチ引継
鈴木憲一直前会長の挨拶

 7. 米山奨学金授与 バスネット・アシシュさん
 8. 会　食
 9. 会務報告（出席状況報告　ニコニコＢＯＸ　

ロータリー財団　米山記念奨学　その他）
10. 幹事報告
11. 卓話「今年度の方針について」

 小路　實会長、深谷　智幹事
12. ロータリーソング
13. 点鐘・閉会

７月第１例会プログラム
2019年７月５日（金）

前　週訂正出席率70.79％
前々週訂正出席率73.33％94名 63名 31名 70.79％６月第４例会（６月28日）

出席状況
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■ニコニコBOX（６月28日（金）扱）
会長、幹事ご苦労様でした。
一年間、会員の皆様の御協力により終わることが
出来ました。
会員の皆様、一年間お世話になりました。有難う
ございました。
会長、幹事一年間ご苦労様でした。
会長、幹事一年間お疲れ様でした。
会長、幹事一年間有難うございました。
鈴木会長、川﨑幹事一年間ご苦労様でした。鈴木年
度の最後のSRGゴルフコンペで優勝致しました。
会長、幹事ご苦労様です。
会長、幹事ご苦労様でした。
会長、幹事一年間お疲れ様でした。
鈴木会長、川﨑幹事一年間有難うございました。
お陰様で本日56歳になりました。

鈴木会長、川﨑幹事一年間お疲れ様でした。

鈴木会長、川﨑幹事一年間ご苦労様でした。
　　　　　　鈴木会長、川﨑幹事ご苦労様でした。
鈴木会長、川﨑幹事一年間お世話になりました。
鈴木会長、川﨑幹事ご苦労様です。この一年、有
難うございます。
鈴木会長、川﨑幹事お疲れ様でした。
鈴木会長、川﨑幹事お疲れ様でした。有難うござ
います。
鈴木会長、川﨑幹事一年間お疲れ様でした。
鈴木年度ご苦労様でした。
2018年度、業界の新しい建築家賞と日本建築家協
会の25年賞を活動拠点の旧工学院大学白樺湖寮
「白樺湖夏の家」が受賞しました。来月は合宿です。
久し振りにSRGゴルフコンペに参加したら、良
い事がありました。皆さん、SRGゴルフコンペ
に参加しましょう。

１

２

３

４

５
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2019年（令和元年）７月５日（金）

ニコニコ、米山＆財団
特別寄付月間

６月第４例会　６月28日（金）

日　時　2019年７月１日㈪　18:30～
場　所　水戸プラザホテル　水戸市千波町2078-1
出席者　理　　事　菊池秀機　　及川　譲　　原口一吉
　　　　　　　　　石井浩一　　小川啓子　　小泉正史
　　　　　　　　　二川隆司　　髙橋伸之　　奈良早苗
　　　　　　　　　太田聖史　　米川幸喜　　谷島孝明
　　　　　　　　　宇留野秀一

役　　員　小路　實　　志村　保　　深谷　智
　　　　　細谷達朗　　岡村太郎　　鈴木憲一
メークアップ　笹館康男　　高梨博行　　上野義哉

議事・決議事項
①2019-2020年度会長方針・改善課題について 《確認》
②年間スケジュール・委員会編成表について 《承認》
③７・8月プログラムについて 《承認》

④メークアップ出席について 《承認》
⑤2019-2020年度予算について 《承認》
⑥委員会事業計画について 《承認》
⑦退会者について 《承認》
⑧パスト会長会の実施について 《確認》
⑨シーロムRCとの調印 《承認》
⑩RLI．DL推薦状提出　人見光一会員・山本大会員 《承認》

保留事項　特に無し
次回定例理事会
１．日時　2019年７月29日㈪
　　　　　　理事会 18:30～　懇親会 19:30～
２．場所　 水戸プラザホテル　水戸市千波町2078-1

〈メークアップとなりますので、多数ご参加下さい〉

2019-20年度　第１回定例理事会　議事録

会員の皆様へ
この１年、会員の皆様には助けて頂く場面が多い事
と思います。会長の「人に寄り添うクラブ」の運営
に心がけて参ります。よろしくお願いいたします。

７月のロータリーレート
１ドル＝108円

７月13日㈯ ロータリー財団研究会
参加者　二川隆司R財団委員長
ダイヤモンドホール　10:00 登録受付　10:30 開会

７月14日㈰ 青少年奉仕研究会
参加者　石井浩一青少年奉仕委員長
三の丸ホテル　11:00 登録受付　12:00 開会

特別寄付月間
年初にあたり米山、財団、ニコニコBOXの寄付の
お願い

次回例会日程
7月12日㈮　12:30～　水戸プラザホテル


